
- 10 -

配線図 ・等価実技 「シーケンス制御回路 」
1. 図記号

名 称
図記号 用 途

(文字記号 )

低 圧 電 路 の 通 電 韓 ， 短 絡 電 流配線用遮断器

を遮断し電路，機器を保護する ．(MCCB)

ａ 接点はコ イルに電流が流れて電 磁 接 触 器

閉 じ る 接 点 、 ｂ 接 点 は コ イ ル に 電主接点 (MC)

流が流れて開く

コイル ａ接点 ｂ接点

過負荷保護装置として過電流による熱 動 継 電 器

発熱をバイメタルに与え引外し機構を(THR)

動作させて接点の開閉をする．復帰ボ

タンにより接点は元に戻る．ヒータ

ａ接点 ｂ接点

電磁接触器と動作は同じですが一電磁継電器

般に，電流容量の小さい制御回路(R)

の開閉を行う．

コイル

ａ接点 ｂ接点

限時動作接点：駆動部（コイル）に電圧限時継電器 限時動作接点

を印加してから設定時間後に接点の開(TLR)

閉をする．無電圧で瞬時に元の状態に

戻る．

限時復帰接点 ：電圧を印加駆動部 限時復帰接点

すると瞬時に接点の開閉をし無電圧

になると設定時間後に元の状態に戻

る ．ａ接点 ｂ接点

ボタンを「押す」「離す」で接点の開閉押 し ボ タ ン ス イ

をする．ッチ (PBS)

手動操作で手を離すと自動復帰す

る．

ａ接点 ｂ接点

RD一赤 BU一青ランプ (SL)

YE一黄 WH一白

GN一緑

2. シーケンス制御の基本回路
AND回路 (直列条件回路) OR回路 (並列条件回路)

・ 接 点 を 直 列 に接続 ・ 接 点 を 並 列 に

し た 回 路 で 、 全 て の 接 続 し た 回 路

接 点 が 閉 じ た と き の で 、 １ つ で も 接

み導通状態 (SL点灯 ) 点 が 閉 じ れば導

になる回路 通状態 に な る 回

路

限時回路 ランプ表示回路

・ コ イ ル 電 流 が励 ・負荷回路の状

磁 又 は 無 励 磁 に 態 を ラ ン プ に よ

な っ た と き か ら 、 り 表 示 す る 。

あ る 一 定 時 間 遅 負 荷 制 御 用 リ レ

れ て 動 作 す る 接 ーが励磁される

点回路 と 、 R D ラ ン プ が

点灯 し 、 GNラ ン

プが消灯する

自己保持回路 インターロック回路

・始動押しボタンスイ ッチ PBS-2を押す ・一方の電磁リレーXが動作していると

と 、 MCコ イルが励磁され 、自己保持接 きは、相手方の電磁リレーYの回路はX

点MCの ａ接点が閉じて自己保持するの のｂ接点によ り開放されている．インタ

で、 PBS-2の押す手を離しても動作を続 ーロック回路は機器の保護と操作者の

ける ．停止押しボタン ス イ ッチ PBS-1を 安全を目的としている．三相誘導電動

押すと無励磁となり自己保持を解く． 機の Ｙ－Δ始動制御回路 、非常用予

備発電装置の遮断器の制御など．

Ｙ－Δ始動制御

Ｘ

Ｘ SL

Ｘ

Ｘ SL

TLR
RD GN

Ｘ

Ｘ

RD GN

Ｘ

停止

自己保持接点

PBS-1

PBS-2

始動

MC

MC

TLR

MC MC1 ２

MC２ MC1

Ｘ

Ｘ

Ｙ

Ｙ
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3. 電動機の正転 ・逆転 (シ ャ ッ タ開閉用 )の制御回路

配線図問題

回路の名称 ① ：自己保持回路 ② ： AND回路 (直列条件回路 )

③ ： イ ン タ ロ ッ ク回路 ④ ： OR回路 (並列条件回路 ）

空白部分 ⑤ ：機器の図記号 ⑥ ：機器の図記号

⑦ ：結線図 ⑧ ：結線図

図記号の名称

接点の役目，機能，動作

ランプ表示の意味

3φ3W 200V

R S T

MCCB

BS-3

THR

F

MC-F MC-R

MC-F
MC-R

MC-R
MC-F

BS-1

THR
F

BS-2

LS-F LS-R

MC-F MC-R

MC-F

MC-R

GN RD YE

MC-F MC-R

①

②

③

⑤

⑥

⑦

4. 電動機の Y-Δ始動の制御回路

選別問題

写真の選択

MC

3φ3W 200V

BS-1

BS-2

THR

THR

MC

F

F
MC

MC-Δ

MC-Y

TLR
MC-Y MC-Δ

TLR TLR

MC-Δ MC-Y

YE GN RD

MC

MC

MC-Δ

MC-Y

ELCB

③

④

⑧
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